
別表1-1.開設する授業科目及び単位数、卒業要件

保健氏療学部理学療法学科

●卒業要件:4年以上在籍し、基礎科目を19単位以上、専門科目を109単位以上取
合計128単位以上を取得すること。

●開設する授業科目及び単位数

科の
目基

授業科目の名称

基礎ゼミナール1

基礎ゼミナールⅡ

基礎ゼミナールⅢ

基礎ゼミナールⅣ

心理学1

心理学Ⅱ

国語表現法

1文:学:言命
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ボランティア論

社会学概論

法学概論

市民社会と政治

社会思想史

消費経済論

社会政策

社会福祉学

地球の生態学

生物学

物理学

生命倫理

救命救急学

情報りテラシ1

情報りテラシⅡ

情報りテラシⅢ

情報倫理

央言吾 1

央言吾Ⅱ

央言吾コミュニケーション 1

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語1

ドイツ語Ⅱ

中国語1

中国語Ⅱ

ポルトガル語

医学央言吾

す活
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目月"
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授業科目の名称

スポーツ 1

スポーツⅡ

健康科学1

健康科学Ⅱ

解剖学1

解剖学Ⅱ

生理学1

生理学Ⅱ

解剖学実習

生理学実習

体表解剖学実習

スポーツ生理学

臨床心理学

人間発達学

内科系障害学

運動器系障害学1

運動器系障害学Ⅱ

神経系障害学1

神経系障害学Ⅱ

老年学

リハビリテーション医学

病理学

精神医学

医療学入門

公衆衛生学

リハビリテーション概論

医療統計学1

医療統計学Ⅱ

感染予防

安全管理論

地域援助活動論

福祉と住環境

基礎運動学

関節運動学

運動学実習

理学療法学概論

基礎理学療法実習

運動機能解析学

生体機能学

地域健康支援学

単位数又は時間数

必、修選択自由
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授業科目の名称

理学療法評価学

理学療法評価学実習

神経理学療法評価学

神経理学療法評価学実習

運動器理学療法評価学

運動器理学療法評価学実習

内科系理学療法評価学

内科系理学療法評価学実習

動作分析学

理学療法基礎治療学1

理学療法基礎治療学Ⅱ

理学療法基礎治療学実習1

理学療法基礎治療学実習Ⅱ

理学療法技術論

理学療法技術論実習

神経理学療法学

神経理学療法学実習

運動器理学療法学

運動器理学療法学実習

内科系理学療法学

内科系理学療法学実習

スポーツ理学療法学

電気診断学

リハビリテーション関連機器

発達障害理学療法学

発達障害理学療法学実習

予防理学療法学

地域ケアシステム論

専門職間連携論

アダプテッドスポーツ

レクリエーションワーク論

レクリエーションワーク

理学療法臨床見学実習

理学療法臨床検査測定実習

理学療法臨床評価実習

理学療法臨床総合実習

理学療法臨床専門実習

単位数又は時間数

必修選択自由
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授業科目の名称

理学療法研究

理学療法研究1

理学療法演習1

理学療法研究Ⅱ

理学療法演習Ⅱ

理学療法セミナー1

理学療法セミナーⅡ

理学療法総合演習1

理学療法総合演習Ⅱ

単位数又は時間数
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別表1-1.開設する授業科目及び単位数、卒業要件

保健氏療学部理学療法学科

●卒業要件:4年以上在籍し、基礎科目を19単位以上、専門科目を109単位以上取
合計128単位以上を取得すること。

●開設する授業科目及び単位数

科の
目基

授業科目の名称

基礎ゼミナール1

基礎ゼミナールⅡ

基礎ゼミナールⅢ

基礎ゼミナールⅣ

心理学1

心理学Ⅱ

国語表現法

1文:学:言命

哲学

現代芸術

ボランティア論

社会学概論

法学概論

市民社会と政治

社会思想史

消費経済論

社会政策

社会福祉学

地球の生態学

生物学

物理学

生命倫理

救命救急学

情報りテラシ1

情報りテラシⅡ

情報りテラシⅢ

情報倫理

央言吾 1

央言吾Ⅱ

央言吾コミュニケーション 1

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語1

ドイツ語Ⅱ

中国語1

中国語Ⅱ

ポルトガル語

医学央言吾

す活
るの

科質

目月"

単位数又は時間数

必、修選択
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授業科目の名称

スポーツ 1

スポーツⅡ

健康科学1

健康科学Ⅱ

解剖学1

解剖学Ⅱ

生理学1

生理学Ⅱ

解剖学実習

生理学実習

体表解剖学実習

スポーツ生理学

臨床心理学

人間発達学

内科系障害学

運動器系障害学1

運動器系障害学Ⅱ

神経系障害学1

神経系障害学Ⅱ

老年学

リハビリテーション医学

病理学

精神医学

医療学入門

公衆衛生学

リハビリテーション概論

医療統計学1

医療統計学Ⅱ

感染予防

安全管理論

地域援助活動論

福祉と住環境

基礎運動学

関節運動学

運動学実習

理学療法学概論

基礎理学療法実習

運動機能解析学

生体機能学

地域健康支援学

単位数又は時間数

必、修選択自由
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授業科目の名称

理学療法評価学

理学療法評価学実習

神経理学療法評価学

神経理学療法評価学実習

運動器理学療法評価学

運動器理学療法評価学実習

内科系理学療法評価学

内科系理学療法評価学実習

動作分析学

理学療法基礎治療学1

理学療法基礎治療学Ⅱ

理学療法基礎治療学実習1

理学療法基礎治療学実習Ⅱ

理学療法技術論

理学療法技術論実習

神経理学療法学

神経理学療法学実習

運動器理学療法学

運動器理学療法学実習

内科系理学療法学

内科系理学療法学実習

スポーツ理学療法学

電気診断学

リハビリテーション関連機器

発達障害理学療法学

発達障害理学療法学実習

予防理学療法学

地域ケアシステム論

専門職間連携論

アダプテッドスポーツ

レクリエーションワーク論

レクリエーションワーク

理学療法臨床見学実習

理学療法臨床検査測定実習

理学療法臨床評価実習

理学療法臨床総合実習

理学療法臨床専門実習

単位数又は時間数

必修選択自由
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授業科目の名称

理学療法研究

理学療法研究1

理学療法演習1

理学療法研究Ⅱ

理学療法演習Ⅱ

理学療法セミナー1

理学療法セミナーⅡ
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